
 

今
年
度
前
期
選
択
講
座
の
一
環
と
し
て
「
校

外
学
習
・
果
樹
の
見
学
と
果
樹
の
剪
定
実
習
」

を
受
講
し
ま
し
た
。 

 

今
回
実
施
し
た
校
外
学
習
は
、
平
成
２
９
年

１
２
月
５
日
（
火
）
、
犬
上
郡
甲
良
町
金
屋
に

あ
る
「
滋
賀
県
立
甲
良
養
護
学
校
」
で
行
わ
れ 

ま
し
た
。
講
師
は
、
１
１
月
に
「
果
樹
の
生
産

と
利
用
、
果
樹
の
ポ
ッ
ト
栽
培
」
の
内
容
で
講

義
を
受
け
た
松
原
治
夫
氏
で
、
机
上
の
講
義
か

ら
現
場
に
飛
び
出
し
、
実
際
の
果
実
の
木
を
前

に
剪
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
校
外
学
習
で
学
校
を
離
れ
る
際
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
る
と
お
り
、
脚
立

な
ど
の
道
具
類
を
車
で
運
ぶ
者
や
居
住
通
学
地

域
に
い
る
メ
ン
バ
ー
数
人
づ
つ
が
グ
ル
ー
プ
に

な
り
、
自
動
車
に
分
乗
し
て
向
か
い
ま
し
た
。 

 

実
習
開
始
前
、
講
習
室
に
お
い
て
果
樹
の
剪

定
や
作
業
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
一
同
揃
っ
て
果
樹
が
植
わ
っ
て
い

る
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。 

                       

養
護
学
校
内
に
は
数
多
く
の
果
物
の
木
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
強
い
北
風
が

吹
き
寒
い
な
か
で
行
っ
た
実
習
で
し
た
が
、
あ

ら
か
じ
め
松
原
講
師
が
、
３
９
期
生
を
果
樹
の

前
に
集
め
、
そ
の
木
ご
と
に
実
の
付
き
方
、
剪

定
の
方
法
、
ぶ
ど
う
な
ど
棚
へ
の
枝
の
誘
引
作

業
の
方
法
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
果
樹
ご

と
に
説
明
が
終
わ
っ
た
後 

は
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に 

分
け
剪
定
作
業
に
取
り
掛 

か
り
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

平
成
２
９
年
１
２
月
２
８
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学 

科
通
信
第
１
５
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

今
月
の
校
外
学
習
は
、
「
甲
良
養
護
学
校
」
で
の
果
樹
の 

剪
定
で
し
た
。
寒
い
野
外
で
の
作
業
で
し
た
が
、
多
種
多
様 

の
果
物
の
木
を
剪
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

必
修
講
座
で
は
、
ク
ラ
ス
活
動
の
他
に
、
委
員
会
活
動
が 

取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
情
報
委
員
会
の
活
動
の 

様
子
を
記
事
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
で
は
課
題 

学
習
が
進
捗
中
で
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
遭
遇
し
て
い
る
と
思 

い
ま
す
。
投
稿
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
。
（
佳
） 

 

選
択
講
座
・
校
外
学
習 

 
  

 
 

■ 

果
樹
見
学
と
剪
定
の
実
習
を
受
講 

■ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

講
師
：
松
原 

治
夫
氏 
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広
い
敷
地
に
は
多
種
多
様
の
果
物
の
木
が
植

え
て
あ
り
、
勉
強
す
る
に
は
申
し
分
の
な
い
教

材
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
果
樹
に
よ
っ
て

剪
定
の
や
り
方
も
変
わ
り
、
切
り
方
に
よ
っ
て

は
、
来
年
に
は
実
が
付
か
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
作
業
は
慎
重
さ
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
時

折
、
松
原
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
の
剪

定
作
業
で
し
た
。
剪
定
を
受
け
、
す
っ
き
り
と

し
た
果
樹
を
枝
を
見
な
が
ら
、
来
年
も
し
っ
か

り
と
実
を
付
け
て
欲
し
い
と
思
い
な
が
ら
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

 

必
修
講
座
「
ク
ラ
ス
活
動
」
の
実
施 

 
  

 
 

 
 

 

■ 

３
９
期
園
芸
学
科 

■ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

レ
イ
大
米
原
校
事
務
局 

 
 

 
 

 
 

 

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
体
育
委
員
会
を
中
心 

 

に
準
備
段
階
か
ら
参
画
し
運
営
す
る
。 

②
地
域
活
動
に
つ
い
て 

③
大
学
祭
に
つ
い
て 

 

上
野
委
員
長
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を 

 

も
と
に
討
議
し
た
。
そ
の
内
容
か
ら
、
公
開 

 

す
る
日
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
参
加
者
が
持
ち 

 

帰
る
品
を
何
に
す
る
か
な
ど
を
議
論
し
た
。 

④
課
題
学
習
に
つ
い
て 

 

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
５
項
目
の
代
表
か
ら 

 

途
中
経
過
を
発
表
し
今
後
の
活
動
に
生
か
す 

 

た
め
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

 

今
年
度
の
前
期
必
修
講
座
「
ク
ラ
ス
活
動
及

び
委
員
会
活
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
２
月
７
日
の
午
前
中
は
、
２
回
生
最
初
の 

ク
ラ
ス
活
動
で
、
第
２
会
議
室
に
於
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
水
原
学
科
長
の
司
会
の
も
と
、
今

後
、
園
芸
学
科
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
各
種
の
行
事
、
事
柄
を
取
り
上

げ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

①
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
振
返
り
と
今
年 

 
 

度
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
例
年
４
月
下
旬 

 

生
８
名
の
合
計
１
５
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

情
報
委
員
長
、
情
報
副
委
員
長
、
事
務
局
・
事

務
長
を
中
心
に
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
情
報
委
員
会
の
議
題
は
、
園
芸
学
科

通
信
第
１
４
号
（
先
月
号
）
で
取
り
上
げ
ま
し

た
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
」
の
講
習
会
を
振
り

返
り
、
Ｈ
Ｐ
を
作
成
す
る
上
で
の
注
意
事
項
や 

今
後
の
活
動
予
定
を
協
議
す
る
こ
と
で
し
た
。 

 
 

 
  

情
報
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
重
要
な
こ

と
の
一
つ
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
） 

を
立
ち
上
げ
運
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
１
１
月
に
２
回
、
Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ

る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
サ
ポ
ー
ト
隊
に
所
属
の
上
野
芳
樹

氏
で
、
個
別
支
援
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
隊
で
広

報
・
情
報
委
員
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
が
数
名

参
加
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
と
そ
の
場
で
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
習
会
2
日
間
の
目
標
は
、
「
講
習
を

終
え
る
頃
に
は
、
シ
ン
プ
ル
な
形
で
自
分
の
学

科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
る
」
を
こ
と

で
し
た
。
各
学
科
の
情
報
委
員
は
、
あ
ら
か
じ

め
Ｈ
Ｐ
の
運
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
講
習
会
に
臨
み
ま
し
た
。 

 

今
月
の
選
択
講
座
2
回
目
は
、
年
末
を
間
近
か

に
控
え
た
、
１
２
月
１
３
日
に
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
米
原
校
第
１
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

園
芸
学
科
で
は
、
昨
年
も
正
月
を
前
に
実
習
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
年
も
縁
起
物
の
「
松
竹
梅
の 

寄
せ
植
え
盆
栽
」
の
作
り
方
を
受
講
し
ま
し
た
。 

 

午
前
の
講
義
は
、
寄
せ
植
え
に
関
す
る
机
上
で

の
勉
強
で
し
た
。
講
師
が
用
意
し
た
「
松
竹
梅
の

寄
せ
植
え
」
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
、
①
材
料
の

用
意
に
つ
い
て
「
植
木
鉢
、
用
土
、
石
、
化
粧
用

砂
」
や
「
松
、
竹
、
梅
、
ナ
ン
テ
ン
、
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
」
の
意
味
。
②
素
材
を
並
べ
て
主
と
な
る
も
の

を
決
め
仮
に
並
べ
て
構
想
を
練
る
。
③
寄
せ
植
え

の
方
法
④
鑑
賞
期
や
鑑
賞
後
の
手
入
れ
の
方
法
を 

習
い
ま
し
た
。 

            

午
後
か
ら
は
、
寄
せ
植
え
の
実
習
を
行
な
い
、 

寄
せ
植
え
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
配
置
を
左

勝
手
（
玄
関
を
入
っ
て
左
に
置
く
場
合
）
に
す
る

か
右
勝
手
に
す
る
か
を
決
め
る
。
枝
や
葉
は
あ
ま

り
鉢
の
外
に
出
な
い
よ
う
に
植
え
る
。
用
土
は
、 

適
量
入
れ
、
竹
箸
等
で
突
き
固
め
て
固
定
す
る
。 

 

盆
栽
の
中
心
線
を
、
「
左
右
７
対
３
、
前
後
６

対
４
」
の
位
置
に
配
置
す
る
。
松
や
梅
を
は
じ
め

必
要
な
材
料
を
配
付
し
、
皆
が
思
い
思
い
に
取
掛

り
、
立
派
な
寄
せ
植
え
が
完
成
し
ま
し
た
。 

   

選
択
講
座
・
寄
せ
植
え
の
実
習 

  

■ 

松
竹
梅
の
寄
せ
植
え
盆
栽
つ
く
り 

■ 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

講
師
：
南 

敏
孝
氏 

 
 

 

甲良養護学校に於いて作業前の注意説明 

 

必
修
講
座
「
委
員
会
活
動
」
の
実
施 

 
  

 
 

 

■ 

３
９
期
、
４
０
期
情
報
委
員
会 

■ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
レ
イ
大
米
原
校
事
務
局 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
度
の
前
期
必
修
講
座
「
ク
ラ
ス
活
動
及

び
委
員
会
活
動
」
が
、
１
２
月
７
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
午
前
中
は
、
３
９
期
生

に
よ
る
「
ク
ラ
ス
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
が
、

午
後
は
、
各
委
員
会
ご
と
に
行
う
「
委
員
会
活

動
」
で
し
た
。 

 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
で
活
動
す
る
委

員
会
は
、
学
科
長
・
副
学
科
長
・
会
計
係
、
文

化
委
員
会
、
地
域
活
動
委
員
会
、
情
報
委
員
会
、

課
題
活
動
委
員
会
、
体
育
委
員
会
の
６
つ
の
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
各
委
員
会
は
、
レ
イ
カ
デ

ィ
ア
大
学
米
原
校
が
計
画
し
て
い
る
前
期
及
び 

後
期
履
修
計
画
の
う
ち
必
修
講
座
及
び
選
択
講

座
の
中
で
関
係
す
る
講
座
の
内
容
に
も
と
づ
い

て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

委
員
会
活
動
は
、
１
３
時
か
ら
委
員
会
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
会
議
室
で
活
動
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
第
２
会
議
室
で
行
わ
れ
た
「
情
報

委
員
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

情
報
委
員
会
は
、
３
９
期
生
７
名
、
４
０
期 

 

こ
れ
ま
で
、
２
回
の
Ｈ
Ｐ
作
成
講
習
会
を
受

講
し
た
結
果
、
各
学
科
と
も
Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ

発
信
す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。 

 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
の
Ｈ
Ｐ
は
、
個

人
の
物
で
は
な
く
、
公
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
作
成
に
当
た
っ
て
は
「
万
人
の
目
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
」
を
念
頭
に
置
き
、
「
個
人
情

報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
せ
る
こ
と
」
や

「
著
作
権
に
抵
触
す
る
こ
と
」
等
、
ま
た
、
そ

の
運
用
に
当
た
っ
て
も
、
「
ウ
イ
ル
ス
対
策
」

や
「
リ
ン
ク
で
き
る
サ
イ
ト
の
有
無
」
等
、
に

配
慮
し
な
が
ら
作
成
し
運
用
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
情
報
委
員
会

活
動
に
お
け
る
協
議
事
項
は
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
米
原
校
の
Ｈ
Ｐ
を
運
用
す
る
に
あ
た
り
、

情
報
委
員
の
み
ん
な
が
こ
の
こ
と
を
十
分
認
識

す
る
こ
と
で
、
Ｈ
Ｐ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校

Ｈ
Ｐ
運
用
の
目
的
で
あ
る
「
①
学
習
活
動
を
公

開
す
る
こ
と
で
、
学
生
間
の
学
び
合
い
を
深
め

る
。
②
広
く
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
レ
イ

カ
デ
ィ
ア
大 

学
へ
の
理
解 

と
協
力
を
得 

る
」
こ
と
に 

な
り
ま
す
。 

水原学科長の司会による39期園芸学科のクラス活動 

情報委員による情報委員会の活動 

南講師の指導による実習の様子と「完成した寄せ植え」 机上講習と仮置きした寄せ植え 


